
道端には残り少ない秋を惜しむかのようにコスモスが最後の花を咲かせ、色づき

はじめた野山には蝶々やトンボが大陽の恵みを体いっぱい浴びていました。
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|9月定例会遠賀郡議員研修会~

9
月
5
日
か
ら

m日
ま
で
の

M
日
間
の

平
成
日
年
第
3
回
定
例
会
が
、

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

9
月
定
例
会
で
は
、
平
成
凶
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
の

決
算
報
告
を
含
め
、
日
件
の
議
案
と
意
見
書
2
件
、
陳
情
1
件
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

豊かな自然や美味しい水はまちの大切な宝です

一 一一一一一
平成15年度

遠賀郡町議会議員研修会
遠賀郡議員研修会
遠賀郡議員研修会が10月23日岡垣サ

ンリーアイで開催されました。郡内の

議員、町4役及び管理職をはじめ、郡

内の区長、商工会関係者計173名が参

加し、合併についての講演が行われま

した。講師の内野順雄氏(九州産業大

学教授)から合併の基本的な考え方や、

合併市町村の経過などについて語られ

ました。 また、会場からは多くの質

問が出され「時代に対応したテーマを

客観的に講議され、合併についての見

識が深まりました」とA区長さんは言

っていました。



l平成14年度一般会計・特別会計の決算1

平成14年度一般会計決算の内訳
その他
4億1，530万円

町税
25億4，630万円

地方譲与税
1億1，991万円

使用料・手数料
1億3，381万円

国庫支出金
4億111万円

町債
5億3，050万円

地方消費税交付金
1億8，936万円

諸収入
2億1，682万円

県支出金
3億658万円

繰越金
3億4，871万円

労働費 災害復旧費
9，097万円 7，032万円

諸支出金
1，099万円

商工費
9，553万

議会費
1億3，523万円

農林水産業費
3億5，516万円

消防費
3億7，729万円

衛生費一-
6億2，635万円

町民1人当り252，925円

地
方
財
政
は
税
収
の
伸
び
悩
み
、

交
付
税
の
減
額
な
ど
で
、
非
常
に
き

び
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
は
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的

に
配
分
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
内
容
と
し
て
、

①
庁
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入

②
情
報
プ
ラ
ザ
「
人
の
駅
」
の
整
備

事
業

③
海
老
津
1
白
谷
線
の
改
良
工
事

④
た
め
池
整
備
及
び
農
業
用
水
路
の

改
良
事
業

⑤
海
老
津
町
営
住
宅
の
建
設

⑥
野
間
ゼ
ゼ
町
公
園
の
防
火
水
槽
の

設
置

⑦
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な

ど

町民1人当り239，432円

《
監
査
報
告
》

竹
井
監
査
委
員
か
ら
ご
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
、
各
会
計
と
も
予
算
の
目
的
に

そ
っ
て
執
行
さ
れ
、
正
確
で
あ
る
。
」
と
の
監
査
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
長
期
的
な
視

野
に
た
っ
た
、
よ
り
経
済
的
・
効
率
的
な
事
業
の
遂
行
に
留

意
さ
れ
、
よ
り
一
層
健
全
な
財
政
運
営
に
努
力
さ
れ
た
い
。
」

な
ど
総
括
的
な
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

差引額

4億1，983万円

1，876万円

1，254万円

13万円

8，698万円

3，497万円

2，505万円

5億9，826万円

歳出額

74億4，968万円

23億7，439万円

37億5，529万円

422万円

13億5，131万円

5億1，479万円

4億8，797万円

159億3，765万円

平成14年度一般会計・特別会計の決算額

歳入額

78億6，951万円

23億9，315万円

37億6，783万円

435万円

14億3，829万円

5億4，976万円

5億1，302万円

165億3，591万円

一般会計

国民健康保険事業

老人保健事業

住宅新築資金等貸付事業

公共下水道事業

農業及び漁業集落排水事業

水道事業(収益的収支)

合計

臨込



固

圏治

障
害
者
福
祉
計
画
の
見
直
し
は

圏

大堂

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

住
民
共
助
に
よ
る

か。

福

祉

活

動

の

促

進

国

福
祉
課
題
に
取
り
組
む
行

固

町
の
高
齢
者
の
生
活
実
態
政
組
織
と
し
て
、
共
に
そ
の
役

を
把
握
し
、
対
策
に
つ
い
て
ど
割
や
責
任
を
連
携
し
な
が
ら
果

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

圏

本
町
は
高
齢
化
率
が
高
く
、
ぃ
。

強
居
や
老
々
夫
婦
世
帯
も
多
く

国

共
助
型
の
福
祉
施
策
と
し

深
刻
な
状
態
に
あ
る
と
認
識
し
て
、
小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
1

て

い

る

。

ク

活

動

が

効

果

的

で

あ

る

と

認

固

役
場
と
社
会
福
祉
協
議
会
議
さ
れ
、
進
め
ら
れ
て
い
る
が

と
の
役
割
分
担
や
連
携
の
実
態
停
滞
の
状
況
に
あ
る
。
そ
の
要

内，b
目、d
A

，pa
h

，向

、‘リ

、.‘。 検
討
し
た
い

固

合
併
を
進
め
て
い
く
の
か

園

進
め
て
い
く

合併について、真剣な協議が行われている

因
を
ど
こ
に
あ
る
と
認
識
し
、

促
進
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

圏

リ
ー
ダ
ー
育
成
や
、
区
民

の
理
解
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
今
後
は
社
会
福
祉
協
議

会
と
も
協
働
し
て
、
促
進
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

障

害

者

の

福

祉

施

策

固

障
害
者
福
祉
計
画
が
平
成

日
年
に
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、

法
も
変
更
さ
れ
る
な
ど
現
状
に

一一内，b
o

、do
，b
品、d
o

，b
白、d
o

，b

‘V~ 
三角善彦

4
町
合
併
に
つ
い
て

固

4
町
合
併
を
進
め
ま
す
か
?

圏

進
め
て
い
く

地
方
自
治
の
確
立
に
は

固

一
番
大
切
な
論
点
は
、
地

方
自
治
の
確
立
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
と
い

う
点
で
あ
る
と
思
う
が
。

圏

合
併
を
地
方
自
治
確
立
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
岡
垣
町
民
の
福
祉
の
向
上

に
な
り
得
る
か
否
か
を
総
合
的

に
勘
案
す
る
。

向r

合
わ
な
い
面
も
あ
る
。
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

圏

検
討
し
た
い
。

固

障
害
者
は
能
力
に
応
じ
て

社
会
参
加
を
望
ん
で
お
り
、
雇

用
の
場
を
求
め
て
い
る
が
、
町

と
し
て
、
積
極
的
に
対
応
を
実

行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

園

町
と
し
て
も
、
積
極
的
に

こ
の
問
題
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

少
子
化
対
策

固

就
学
ま
で
は
医
療
費
は
完

全
無
料
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

園

町
独
自
の
課
題
と
し
て
検

討
し
た
い
。

合
併
不
成
立
の
時
は

固

合
併
が
成
立
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
財
政
面
等
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

園

先
ず
は
合
併
の
必
要
性
を

説
明
会
等
で
行
う
。
合
併
成
立

時
も
同
様
だ
が
、
財
政
上
、
削

減
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手
し
、

第
4
次
総
合
計
画
に
添
っ
て
町

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

職
員
の
取
り
組
み
は

国

政
策
形
成
能
力
の
必
要
性

が
高
ま
る
中
で
職
員
全
体
で
合

併
に
つ
い
て
取
り
組
み
は
。

圏

合
併
後
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
等
、

4
町
の
調
整
を
業
者
に
一
括
委

"園、

雪国5竺固
す八か部新
る戸 u を築
こ分 若す
とを 者る
を若 向町
検者 け営
討用 にア
しと し/可
でした 1
いて らト

る

託
す
る
こ
と
な
く
、
各
課
に
お

い
て
可
能
な
限
り
参
画
し
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

高
サ
ー
ビ
ス
低
負
担

固

合
併
に
よ
り
、
高
サ
ー
ビ

ス
低
負
担
に
な
る
の
は
本
当
か
。

圏

財
政
難
で
あ
る
。
合
併
に

よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
向

現
実
化
を
行
い
た
い
。

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

固

建
設
中
の
情
報
プ
ラ
ザ
人

の
駅
を
、
他
3
町
に
対
し
て
強

く
P
R
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

園

当
施
設
は
、
情
報
推
進
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
出
来
る
。
質
問
の

通
り
、
岡
垣
町
が
他
町
を
リ
1

ホームヘルパーとの散歩は楽しみの1つ

ド
出
来
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

住
民
の
意
思
確
認
は

固

住
民
の
意
思
確
認
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
う
の

.n 
圏

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
は
、
行
政
と
し
て
当

然
の
責
務
で
あ
る
。
新
市
建
設

計
画
(
案
)
が
出
来
次
第
、
各

種
媒
体
を
通
じ
て
取
り
組
む
。

住
民
投
票

固

十
分
な
説
明
責
任
の
後
、

住
民
投
票
の
発
議
が
あ
っ
た
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

圏

合
併
問
題
は
住
民
投
票
に

馴
染
む
も
の
。

4
町
と
調
整
の

上
必
要
な
場
合
は
実
施
す
る
。



固

災
害
に
つ
い
て
の
対
応
は

園

たの園 設固海張建国 う
ヨ中置 老 し設 と
で本・エ 津 て計岡し

軒!?号lif5
しに iゴタ ー し:で考の
て、平 l竺 しえカ:
取実尋等べ つを
り施ねの l か
上計る早タ り新
げ画。期 l 主市

す
る
。
避
難
場
所
に
食
糧
備
蓄

園

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
進
歩
状
況
で
、
前
議
会
で
提

案
し
て
お
い
た
も
の
等
で
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

圏

今
後
、

9
月
1
日
の
「
防

災
の
日
」
に
町
ぐ
る
み
で
防
災

訓
練
の
実
施
や
各
町
立
公
民
館

に
食
糧
の
備
蓄
を
計
画
・
検
討

し
て
い
る
。

合
併
の
早
期
実
現

固

3
回
目
の
合
併
法
定
協
議

会
を
終
了
し
た
。
こ
の
経
緯
を

踏
ま
え
て
合
併
を
ど
う
進
め
よ

訓
練
・
食
糧
の
備
蓄

な
ど
を
検
討
し
て
い
る

住
民
か
ら
の
災
害
通
報

固

住
民
か
ら
車
庫
・
道
路
が

冠
水
し
て
い
る
等
の
連
絡
が
あ

っ
た
。

7
月
の
集
中
豪
雨
下
、

岡
垣
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
体

制
で
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
課

題
が
残
っ
た
か
。

園

大
雨
・
洪
水
警
報
に
切
り

替
え
、
口
時
品
分
に
北
九
州
及

報
が
あ
り
、
「
自
主
避
難
し
た

人
が
い
る
」
「
裏
庭
が
崖
崩
れ

起
し
そ
う
だ
と
の
電
話
が
あ
っ

た
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
た

だ
ち
に
職
員
2
名
で
対
応
し
た
。

課
題
と
し
て
は
、
予
め
災
害

発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、

職
員
を
役
場
で
待
機
さ
せ
、
災

害
に
即
応
で
き
る
方
向
で
検
討

び
遠
賀
地
区
に
「
大
雨
・
雷
・

強
風
・
波
浪
・
洪
水
注
意
報
」

が
発
令
。
そ
の
後
日
時

5
分
に

「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
に
切
り

替
え
ら
れ
た
。
防
災
担
当
を
幻

時
ま
で
待
機
さ
せ
た
が
、
町
内

の
雨
量
が
そ
の
時
点
ま
で
は
少

な
か
っ
た
た
め
一
時
帰
宅
さ
せ

た
。
辺
時
頃
、
消
防
署
よ
り
通

戸切の災害箇所を現地視察

，、内，
b
o
、。。，
b
f
占。，
toh
、九甲山，
b
f
a
白，b
o
、dq
ι

。、占内
'
b
o
、d
内'i
t
f
d
白，b
p
d
o
'
b
o
、Aoq
，bo
、占白，
b
o
、do
，b
v
、。

園

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
た
上
で
、
住
民
の
意
向
を

把
握
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

実
施
時
期
や
手
法
は
各
町
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

固

住
民
の
意
向
を
ど
う
把
握

す
る
つ
も
り
か
。
住
民
投
票
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

圏

合
併
問
題
は
住
民
投
票
に

馴
染
む
数
少
な
い
テ

l
マ
の
一

つ
。
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た

し
、
住
民
個
々
が
し
っ
か
り
と

判
断
で
き
る
材
料
を
持
っ
た
上

で
の
実
施
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
他
町
と
調
整
し
、
議
会
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

固

食
教
育
の
重
要
性
と
地
産

地
消
に
よ
る
農
業
活
性
化
の
一

環
と
し
て
、
学
校
給
食
に
岡
垣

町
で
収
穫
し
た
米
を
使
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

圏

(
町
長
)
現
状
の
シ
ス
テ

ム
で
は
難
し
い
が
、
子
ど
も
達

に
町
で
収
穫
し
た
米
を
食
べ
て

も
ら
う
こ
と
は
喜
ば
し
い
し
、

農
業
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

の
で
、
教
育
委
員
会
に
研
究
さ

合
併
問
題
に
つ
い
て

固

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
い
つ
に
な
る
か
。

圏

新
市
建
設
計
画
の
策
定
と

並
行
し
て
各
協
定
項
目
の
調
整

が
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
結
果

を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

固

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

圏

来
年
4
月
頃
に
な
る
。

固

そ
れ
で
は
遅
い
。
住
民
説

明
会
の
日
程
は
持
っ
て
い
る
の

カ

せ
る
。

圏

(
教
育
長
)
食
教
育
の
一

環
か
ら
も
必
要
あ
る
課
題
と
思

う
。
現
在
、
安
全
面
で
は
残
留

農
薬
の
検
査
や
金
属
・
石
等
の

異
物
除
去
、
価
格
で
も
「
夢
つ

く
し
」
一
等
米
叩
比
三
一
五

O

円
で
、
学
校
給
食
会
か
ら
安
定

供
給
さ
れ
て
い
る
。
安
全
性
や

価
格
の
安
定
性
等
で
、
現
状
と

し
て
は
難
し
い
が
、
関
係
者
と

協
議
し
て
い
く
。

/ 

今日も給食おいしいな

弘

固

給
食
に
岡
垣
の
米
の
使
用
を

圏

1
1
1
喝

I
l
l
t

平山

関
係
者
と
協
議
を
す
る

• 



農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

固

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
岡

垣
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
後
継
者
は
年
々
減
少
の
一
途

を
辿
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
歯
止

め
を
す
る
必
要
が
あ
る
が
現
状

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

4
N
 

圏

岡
垣
町
の
農
家
戸
数
は
八

O
O戸
以
上
あ
る
が
半
数
以
上

が
年
収
三
十
万
円
以
下
で
あ
る
。

八
O
O戸
を
考
え
た
場
合
農
家

の
平
均
収
入
は
年
二

O
O
万
円

で
あ
る
。

固

農
業
所
得
の
安
定
が
後
継

者
育
成
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

固

農
業
後
継
者
の
育
成
は

園

農
業
振
興
の

核
と
し
て
取
組
む

岡
垣
町
は
後
継
者
育
成
に
ど
の

よ
う
な
手
立
て
を
し
て
い
る
の

，刀圏

農
業
後
継
者
育
成
と
し
て
、

認
定
、
志
向
農
業
者
制
度
が
あ

り
現
在
品
名
の
方
が
登
録
さ
れ
、

行
政
と
し
て
も
支
援
を
し
て
い

る。固

こ
の
方
た
ち
の
年
収
は
お

農が垣営が固 万国 お
i真守町んり 円 よ
のでを認の五そ

河れ森い期定所 O い
目、林く待、得 0 く
広まがこし志の万ら
芝た守とた向方円位
ぷ、らにい農が iか
ぞたれよ。業 45ー
いめ、り農者宅五
く池田、業の O 
、畑岡を広 O 

岡垣町の自然を有効活用した公園づくりを

r

島
F

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

田

町
長
の
軸
足
が

4
町
合
併

で
あ
る
な
ら

4
町
間
の
職
員
の

人
事
交
流
を
す
す
め
る
べ
き
で
、

四
年
度
か
ら
実
施
す
る
計
画
に

な
っ
て
い
る
が
。

圏

3
町
へ
申
し
入
れ
は
し
て

い
る
が
、
協
議
が
と
と
の
っ
て

h

t

h

。

B
V
+ん

'v

固

各
種
団
体
に
対
す
る
補
助

司e高高 固唾で圏 ほ業ぜ
齢齢 ;首 い し振ひ
化化岡 京 く現い興と
をが垣 Z .状"のも
カ進町 聞 を 核
パんの 電車 ふ と後
lで農 に ま し継
すお業 『 え て者
るり従 d て 取問
農、事 い 取組題
業こ者 て 組 んを
ののの んで農

hb

、.、

-b

，bo
、AOO
，bo
、d
白，ιxγ
、リ

金
に
つ
い
て
平
成
凶
年
度
精
査

検
証
し
日
年
対
応
の
計
画
と
あ

る
が
。

圏

現
在
も
検
討
・
検
証
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
今
後
の
予
算

編
成
の
中
で
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。

固

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
制
に

つ
い
て
は
職
制
・
課
に
あ
て
て

グ
ル
ー
プ
長
を
定
め
て
い
る
が
、

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く
し
、

グ
ル
ー
プ
内
の
横
断
的
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
上
で
、

「
人
」
に
よ
り
長
を
定
め
運
営

し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
本
来
で
あ

り
、
所
期
の
目
的
で
あ
っ
た
と 隆一

機
械
化
が
進
ん
で
お
り
、
機
械

を
使
用
す
る
上
に
お
い
て
農
道

の
舗
装
の
要
望
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
計
画
的
に
進
め
る
考
え

は
な
い
の
か
。

圏

現
在
要
望
は
き
て
い
な
い
。

山田

a 

し
か
し
、
交
付
税
措
置
も
あ
る

の
で
、
地
元
生
産
組
合
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
、
現
地
調
査
お
よ

び
地
元
協
議
(
受
益
者
負
担
)

を
行
い
な
が
ら
緊
急
性
を
含
め

て
検
討
す
る
。

農業後継者をもっと増やす対策を

考
え
る
が
。

自

適
材
適
所
で
人
材
を
配
置

し
て
い
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
長

を
課
に
あ
て
て
不
都
合
は
な
い

と
考
え
る
。

市
民
公
園
計
画
は

因

子
ど
も
た
ち
の
通
学
合
宿

施
設
、
子
ど
も
未
来
館
等
建
設

さ
れ
る
べ
く
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
個
別
に
計
画
す
る
の

で
な
く
、
生
涯
学
習
を
視
点
に

国

お
い
て
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま

で
、
ま
た
障
害
の
あ
る
方
、
女

性
の
事
を
考
え
た
、
岡
垣
の
自

然
を
有
効
に
活
か
し
た
市
民
公

園
的
な
総
合
施
設
整
備
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

国

平
成
幻
年
ま
で
の
岡
垣
町

長
期
総
合
計
画
の
中
で
は
考
え

て
い
な
い
。

4
町
聞
の
職
員
の
人
事
交
流
を

園

他
3
町
に
申
し
入
れ
て
い
る



!一般質問:

、必F
細川光利

国
の
お
し
つ
け
合
併

町
長
の
政
治
的

基
本
姿
勢
を
問
う

固

国
の
お
し
つ
げ
合
併
は
現

在
全
国
に
あ
る
、
三
、
二
二
三

地
方
自
治
体
を
一
、

0
0
0
の

地
方
自
治
体
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
地
方
自
治
体
の
あ
り
か
た
、

市
町
村
合
併
の
理
念
、
目
的
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い

4
町

合
併
法
定
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
町
長

固

合
併
に
関
す
る
理
念
は

園

将
来
を
見
据
え
た

福
祉
の
向
上

据
え
た
福
祉
向
上
に
な
る
か
否

か
を
以
っ
て
判
断
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
る
。

固

ま
ち
づ
く
り
の
継
承
、
新

市
の
発
展
を
主
張
し
た
い
。
確

信
で
き
た
と
き
は
、
主
体
的
に

役
割
を
果
た
す
。

回

全
国
の
町
村
長
大
会
で

①
合
併
の
理
念
と
目
的
の
明
確

化
②
合
併
の
強
制
を
し
な
い
こ

と
な
ど
四
項
目
が
緊
急
決
議
さ

れ
、
国
に
意
見
書
と
し
て
提
出

の
政
治
姿
勢
、
理
念
に
つ
い
て

答
弁
を
求
め
る
。

圏

一
つ
は
地
方
分
権
が
実
行

段
階
を
迎
え
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
行
え
る
自
治
体
を

構
築
す
る
こ
と
、
一
つ
は
、
園
、

地
方
と
も
財
政
事
業
が
厳
し
い

中
、
よ
り
一
層
の
簡
素
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
確
立
す
る

こ
と
、
こ
の
二
つ
で
あ
ろ
う
と

思
う
。
固

町
長
と
し
て
は
将
来
を
見

，.，b
o

、t

さ
れ
て
い
る
。
平
成
の
合
併
は

地
方
自
治
体
か
ら
要
求
し
た
も

の
で
は
な
い
。
国
政
の
失
敗
か

ら
国
の
赤
字
財
政
を
地
方
に
押

し
つ
け
る
た
め
の
合
併
で
あ
る
。

町
の
自
治
権
、
町
民
の
福
祉
と

暮
ら
し
を
守
る
責
任
が
あ
る
。

町
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

圏

法
定
協
議
会
に
対
し
て
岡

垣
町
の
特
性
が
生
か
さ
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
主
張
す
べ
き
こ
と

は
意
見
と
し
て
述
べ
て
い
く
。

法
定
協
議
会
の
決
定
事
項
は
、

十
分
に
住
民
説
明
の
責
任
を
果

た
レ
て
い
く
。

学校評議員制度で聞かれた学校を

聞
か
れ
た
学
校
を

学
校
評
議
員
制
度
に
つ
い
て

固

学
校
評
議
員
制
度
の
導
入

と
、
聞
か
れ
た
学
校
に
つ
い
て

問
う
。
園

学
校
評
議
員
制
度
の
設
置

は
、
平
成
ロ
年
1
月
学
校
教
育

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
、
同
年
4
月
よ
り
学
校
評

議
員
制
度
が
導
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

本
町
で
は
平
成
四
年
度
か
ら

2
年
間
、
文
部
科
学
省
の
調
査

指
定
校
と
し
て
、
戸
切
小
学
校
・

岡
垣
東
中
学
校
の
両
校
が
、
学

校
評
議
員
制
度
を
施
行
し
た
。

平
成
比
年
度
よ
り
町
内
小
・
中

学
校
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
、
学
校
を
よ
り
一
層
地

域
に
開
か
れ
た
も
の
に
す
る
た

恵子

固

品
困
問。惜1A・

駒
e

物
轟
吋

山
噛
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断
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め
、
学
校
が
保
護
者
・
地
域
住

民
の
意
向
を
把
握
し
、
教
育
活

動
に
反
映
す
る
と
共
に
そ
の
協

力
を
得
て
、
学
校
運
営
を
行
な

っ
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、
設

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
評
議

員
は
、
教
育
に
関
し
て
理
解
や

識
見
を
持
つ
者
の
う
ち
か
ら
、

校
長
の
推
薦
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
委
嘱
す
る
。
ま
た
、
校
長

矢島

特
色
の
あ
る
聞
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
推
進

学
校
評
議
員
制
度
の
効
果
は

園

合併に対し目的を明確にすべきである

の
求
め
に
応
じ
、
学
校
運
営
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
。

国

学
校
評
議
委
員
会
の
導
入

に
よ
り
、
学
校
は
ど
う
変
わ
る

の
か
。

園

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三

者
が
交
流
、
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成

の
た
め
に
新
し
い
交
流
の
場
づ

く
り
の
取
り
組
み
も
出
来
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
の
自
主
性
・
自

立
性
を
高
め
適
正
な
学
校
運
営

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
」

「
聞
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
。



固

今
後
の
農
漁
業
に
つ
い
て
の
重
点
施
策
は

国
第四次総合計画

農
漁
業
の
振
興
基
本
計
画
で
進
め
る

' 時 h
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海
老
津
駅
と
駅
前
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
-
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
設
置
を
求
め
る

固

私
は
平
成
ロ
年
9
月
議
会

で
バ
リ
ア
フ
リ
l
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
一
般
質
問
を
し
た
。

そ
の
内
容
は
い
わ
ゆ
る
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
l
法
が
2
ヶ
月
後
の

日
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
を
受

け
て
、
海
老
津
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
と
町
営
駐
車
場
か

ら
駅
へ
上
が
る
階
段
に
エ
レ
ベ

，'(，'桝

第
四
次
総
合
計
画
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
重
点
施
策

に
つ
い
て

固

第
四
次
総
合
計
画
は
、
今

後
の
岡
垣
町
の
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
、
最
も
上
位

に
位
置
す
る
計
画
で
、
平
成
辺

年
度
を
目
標
年
度
と
し
、
い
ろ

い
ろ
な
施
策
が
す
べ
て
実
現
さ

れ
れ
ば
「
人
と
自
然
の
や
さ
し 広海

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
基
本
理
念

に
基
づ
く
、
す
ば
ら
し
い
岡
垣

町
が
で
き
あ
が
る
と
思
う
。
し

か
し
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
、

地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
る
中
、

独
自
性
の
地
方
自
治
体
を
作
る

チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
の

に
、
裏
づ
け
と
な
る
財
源
が
不

透
明
な
た
め
、
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
自
治
体
が
多
い
。
岡
垣

町
は
行
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、

毎
年
着
実
に
ハ
l
ド
事
業
を
推

進
し
て
い
る
が
、
ソ
フ
ト
事
業

を
充
分
審
議
さ
れ
な
い
ま
ま
、

ハ
l
ド
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

市津

ー
タ
l
の
設
置
な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
、
今
年
の

8
月
ロ
日
に
聞

か
れ
た
中
心
市
街
地
活
性
化
調

査
特
別
委
員
会
で
も
同
様
の
質

問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
時
に
尽
か
ら
平
成
同
年
度

に
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

話
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
こ
の
二
つ
の

件
に
つ
い
て
町
の
財
政
計
画
を

固

ふ
ま
え
た
具
体
的
答
弁
を
求
め

る。圏

R
は
交
通
事
業
者
と
し
て

駅
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
手

す
り
、
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
新

設
を
考
え
て
お
り
、
岡
垣
町
の

基
本
方
針
で
あ
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
推
進
と
合
致
す
る
の
で
、

平
成
日
年
度
の
実
施
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

海
老
津
駅
・
駅
前
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
-
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

の
設
置
を

国
平
成
時
年
度
の
実
施
計

画
で
検
討
す
る

駅
周
辺
地
区
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
九
州
運
輸
局
交
通
環
境
部
消

費
者
行
政
課
の
担
当
課
長
補
佐

と
係
長
が
来
庁
さ
れ
「
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
l
化
基
本
構
想
」
に

つ
い
て
、
基
本
構
想
策
定
に
お

け
る
協
議
会
設
置
の
必
要
性
な

ど
の
具
体
的
な
説
明
を
受
け
た
。

今
後
の
具
体
的
取
り
組
み
と
し

て
は
駅
周
辺
地
区
を
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
l
化
の
重
点
地
区
と
し

て
、
基
本
構
想
策
定
に
向
け
て
、

関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と
の
協

議
を
行
い
、
同
年
度
に
基
本
構

想
を
策
定
し
、
事
業
化
を
検
討

し
た
い
。

る
の
が
、
現
実
で
あ
る
。
情
報

セ
ン
タ
ー
は
も
と
も
と
中
心
市

街
地
活
性
化
法
か
ら
が
始
ま
り

で
海
老
津
地
区
、
商
業
の
活
性

化
が
目
的
で
あ
る
が
、
現
実
即

効
性
の
あ
る
具
体
策
が
見
え
て

こ
な
い
、
今
後
の
施
策
は
。

圏

情
報
プ
ラ
ザ
の
ソ
フ
ト
事

業
と
し
て
は
、
図
書
館
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
情
報
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
業
務
を
行
い
、

活
性
化
に
つ
い
て
は
今
後
、
施

策
を
図
る
。

固

今
後
の
重
点
施
策
の
中
で

仮
称
「
道
の
駅
」
の
ハ

l
ド
事

業
を
平
成
げ
年
度
に
建
設
終
了

予
定
で
あ
る
が
、
「
道
の
駅
」

に
は
欠
か
せ
な
い
農
漁
業
の
ソ

フ
ト
事
業
の
施
策
立
案
実
施
が

行
わ
れ
て
い
な
い
。

国

農
漁
業
の
振
興
基
本
計
画

を
基
本
に
農
業
は
集
落
営
農
の

推
進
、
次
に
棚
田
オ
ー
ナ
ー
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド

で
は
未
整
備
地
区
基
盤
整
備
の

推
進
、
漁
業
に
つ
い
て
は
漁
場

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
県
、
町
、
漁
協
と
協
議
し

て
い
る
。

a 
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こ
ど
も
の
た
め
の
改
善
を

二
つ
の
町
立
保
育
所
の
定

員
を
上
回
る
子
ど
も
た
ち
は
、

臨
時
職
員
で
対
応
し
て
い
る

の
か
。
本
来
正
規
職
員
か
嘱

託
で
対
応
し

て
ほ
し
い
が
、

コ
ス
ト
の
面

で
語
惹
ら
、

せ
め
て
、
臨

時
保
育
士
さ

ん
の
待
遇
改

善
は
の
ぞ
め

許
弘
、

4

3

。
P
ふ

た

し

カ

え

ぜ
な
ら
岡
垣

は
保
育
士
さ

ん
の
待
遇
が

低
く
、
優
秀

な
人
材
が
他

市
町
へ
流
れ

て
い
る
と
聞

陽子

く
。
ま
た
東
部
保
育
所
の
ト

イ
レ
(
和
式
)
の
老
朽
化
が

激
し
く
、
今
や
家
庭
ト
イ
レ

の
洋
式
化
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
十
分
用
を
足
せ
な
い

と
聞
く
。
早
急
に
改
善
で
き

な
い
か
と
の
質
議
に
対
し
、

た
だ
今
、

2
件
と
も
検
討
中

で
あ
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

西田

陳情書

東部保育所

波津漁協の漁業振興、漁協経営につきましては、日頃より格別な御指導、御協

力を賜り裏心より厚〈お礼申し上げます。

波津漁港は、釣り、サーフイン等のレジャー目的の人が増加し、ゴミ(空き缶、

撤き餌の残餌、他)により非常に不衛生な状況にあります。年に数回、組合員、

青壮年部員、婦人部員で清掃しておりますが、完全にゴミを排除するまてはL情、

す'、当漁協としましても苦慮しております。

近隣の芦屋、柏原漁協との合併問題も本格化し、今年度中には合併の予定です。

2漁協は、芦屋町より港内清掃費の補助金の支給をうけておりますので、合併し

て3漁協足並みそろえるという意味からも、岡垣町に是非構内清掃費の補助金を
お願い申しあげます。

なお現在漁業振興策として、根付け漁業に取り組んで戴いておりますが、その

施策充実についても、重ねてお願い申しあげます。

平成15年8月258

岡垣町議会議長

木原信次殿

福岡県遠賀郡岡垣町大字僻 16 ?命議議
波津漁業協同組合 駆;ゐ溺
代表理事組合長万根賢一郎 全遺)

日曜日は多くの釣人。ゴミは持ち帰りましょう。



見

書

ヨ白L

息「
携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上
と
料
金
引
き
下
げ
」
と
「
高

額
医
療
費
の
返
還
制
度
の
改
善
を
求
め
る
」
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
本
会
議
最
終
日
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
、
国
へ
意
見
書
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

|議会ひ;ろD1-

(要

約

携
帯
電
話
の
利
便
性
の
向
上
と

料
金
引
き
下
げ
を
求
め
る
意
見
書

岡
垣
町
議
会
議
員
土
屋

岡
垣
町
議
会
議
員
竹
井

岡
垣
町
議
会
議
員
市
津

携
帯
電
話
の
加
入
台
数
は
、
国
民
の
7
割
以
上
が
持
っ
て
お
り
、
日
々
の

生
活
の
中
で
欠
く
事
の
出
来
な
い
重
要
な
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
携
帯
電
話
は
会
社
を
変
更
す
る
と
番
号
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
諸

外
国
で
は
番
号
持
ち
運
び
制
度
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

l
」
の
導
入
が

義
務
化
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す
れ
ば
、
事

業
者
の
変
更
が
容
易
と
な
り
「
事
業
者
関
の
競
争
促
進
」
に
つ
な
が
り
、

結
果
と
し
て
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
料
金
引
き
下
げ
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
3
点
の
早
期
実
現
を
要
請
す
る
。

提
出
者

賛
成
者

賛
成
者

広和清
海明資

記

①
番
号
持
ち
運
び
制
度
「
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ

l
」
を
導
入
す
る
こ
と
。

そ
の
際
、
事
業
者
に
対
し
て
税
制
上
の
支
援
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。

②
番
号
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
当
面
の
措
置
と
し
工
、

携
帯
電
話
会
社
を
変
更
し
た
場
合
で
も
、
契
約
変
更
先
の
携
帯
電
話
番
号

を
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
早
期
実
現
す
る
こ
と
。

③
携
帯
電
話
の
通
話
料
を
さ
ら
に
引
き
下
げ
る
こ
と
。

平
成
日
年
9
月
四
日

福
岡
県
岡
垣
町
議
会

議
長

木
原

信
次

衆

議

院

議

長

参

議

院

議

長

倉綿
回貫

寛民
之輔

内
閣
総
理
大
臣

金
融
担
当
大
臣
・

経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

総

務

大

匡

小
泉
純

一
郎

麻竹
生中

太平
郎蔵

(要

約

高
額
医
療
費
の
返
還
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者

賛
成
者

土竹
屋井

清和
資明

岡
垣
町
議
会
議
員

岡
垣
町
議
会
議
員

各
医
療
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
保
険
者
本
人
一
部
負
担
が
2
割
か
ら
3

割
へ
の
統
一
及
び
外
来
薬
剤
費
一
部
負
担
が
廃
止
な
ど
で
、
月
々
に
支
払

う
医
療
費
の
一
部
負
担
が
著
し
く
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、

一
定
額
を
超

え
た
分
が
高
額
医
療
費
と
し
後
か
ら
返
還
さ
れ
る
が
、
こ
の
高
額
医
療
制

度
に
つ
い
て
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
病
院
の
窓
口
で
一
定

額
を
超
え
た
分
ま
で
一
括
し
て
支
払
い
、
本
人
が
申
請
し
て
後
日
超
過
分

を
受
け
取
る
と
い
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
乙
の
仕
組
み
自
体
が
医
療

費
の
工
面
に
困
難
を
き
た
す
な
ど
、
国
民
・
患
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
非

効
率
で
不
親
切
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
に
お
い
て
は
、

3
割
負

担
に
統
一
さ
れ
た
乙
と
を
契
機
に
、
患
者
の
窓
口
負
担
の
簡
素
化
を
図
る

と
共
に
、
医
療
費
と
介
護
に
係
る
一
部
負
担
の
合
計
額
に
つ
い
て
も
同
様

の
高
額
医
療
費
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

寸口幸ロ

①
保
険
者
は
、
高
額
医
療
費
に
係
わ
る
還
付
額
に
つ
い
て
、
対
象
者
に
通

知
を
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と

②
高
額
医
療
費
の
還
付
に
お
い
て
、
受
領
委
任
払
い
の
拡
大
等
に
よ
り
、

患
者
の
窓
口
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

③
医
療
と
介
護
に
係
る
一
部
負
担
の
合
計
が
著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
に

も
、
同
様
の
上
限
額
を
設
け
る
新
し
い
「
医
療
・
介
護
高
額
医
療
費
制
度
」

を
設
け
る
こ
と
。

平
成
日
年
9
月
却
日

福
岡
県
岡
垣
町
議
会

議
長

木
原

信
次

殿殿

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

小
泉
純

一
郎

坂

口

力

殿殿殿殿殿

ぷ
げ
ん
し
ゃ

酒
席
で
「
分
限
者
」
と
い
う

言
葉
が
で
た
。
童
話
の
世
界
で

は
「
長
者
」
。
今
風
で
は
金
持
。

ど
ち
ら
も
聞
か
な
く
な
っ
て

久
し
い
。
故
に
座
が
に
ぎ
わ
っ

た
。
昔
の
人
間
の
集
ま
り
で
あ

っ
た
。議
員
に
も
年
に
何
回
と
な
く

研
修
が
あ
る
。
先
日
福
岡
と
役

場
内
で
そ
の
機
会
を
得
た
。
ど

ち
ら
も
言
葉
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

わ
か
り
(
分
か
る
・
判
る
・

解
る
)
や
す
い
一
言
葉
で
、
わ
か

り
や
す
く
、
見
て
、
聞
い
て
、

読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
。

こ
れ
が
む
ず
か
し
い
。
も
ら
え

な
け
れ
ば
、
ぞ
れ
は
「
な
い
」

こ
と
。
き
び
し
い
。

広
報
研
修
後
の
こ
の
十

一
月

十
日
号
少
し
は
見
や
す
く
、
読

み
や
す
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
し
ず
め
「
酒
席
」
は
、
ケ

!
タ
イ
・
メ
!
ル
の
時
代
の
今

風
で
は
「
居
酒
屋
で
」
か
「
酒

を
飲
ん
で
る
と
こ
ろ
」
か
。
ご

教
授
た
ま
わ
り
た
い
。

議
会
広
報
委
員
会

委

員

長

竹

委

員

土

委

員

曽

委

員

平

委

員

大

堂山宮屋内

良清和閣
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